
整
備
局
の
ゴ

ル
ド
カ

ド
認
定

土
木

港
湾
空
港
５
社

自然博物館を再整備
和歌山県
基本計画 　日から入札書受付

申
請
受
付
８
日
ま
で

合
築
施
設
工
事
監
理

大阪教育大

夢
舞
台
の
土
地
利
用
事
業
者


日
か
ら
応
募
受
付

淡路市

大
屋
根
な
ど
設
計
施
工
３
件

竹
中
大
林
清
水
の
３


万博協会

関 西 電 力 が
オンラインセミナー 　手間なくコスト抑制

建
設
計
画
の
円
滑
進
行
へ
サ

ビ
ス
・
製
品
紹
介

５
日
ま
で
参
加
表
明

業
務
代
行
者
で
提
案
競
技

虫生野東部区
整組合準備会

ウ


タ

フ
ロ
ン
ト
を
活
性
化

舟
運
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
具
現
化

大阪士会が提言

能勢建築構造研究所　野村　毅氏

信
頼
引
継
ぎ
安
全
安
心
提
供���� �������������������������������������������������������������������������������������������������������

（９） 新聞定価（消費税込み）１ヵ月，円・６ヵ月，円　　（第三種郵便物認可）２０２２年（令和４年）８月１日　（月曜日）

　関西電力は７月日、「任せ
て安心！　手間無く建設費用や
運用コストを抑制する取り組み
とは」をテーマにしたオンライ
ンセミナーを開いた写真。カ
ーボンニュートラルや、建設プ
ロジェクトの円滑進行に貢献す
るサービスや製品を紹介した。
　冒頭、ソリューション本部法
人ソリューショングループの阿
部敏也氏が、空調制御サービス
「おまかＳａｖｅ―Ａｉｒ」を
紹介。既存の室外機に制御用コ
ンピューターを取り付けること
で、建物全体の消費電力をモニ
タリングし、空調出力を抑制・
緩和するもので、「業種を問わ
ず省エネ効果が期待できる」と
本サービスの効果を強調した。
　続いて、土木建築室建築グル
ープの妹尾将司氏が、建設プロ
ジェクトをトータルサポートす
る「コンストラクションマネジ
メントサービス」について説明
し、「工事の発注者を対象に、
計画、設計、工事発注、工事管

理からその後の運用管理に至る
まで一貫してサポートするもの
だ。品質・コスト・工程の最適
化や、合理的な省エネ技術の導
入に貢献する」と力を込めた。
　最後に、関電パワーテックソ
リューション営業グループの小
山博之担当部長が配管内に設置
して、水に微少電流を与えて水
質を変えることなく水道水を還
元する「ドールマン・ショック」
について解説し、「スケールや赤
さびによる配管詰まりの緩和、
洗剤・薬剤の使用量大幅削減、
悪臭の緩和に効果を発揮する、
画期的な装置だ」と装置の性能
をアピールした。

市
浦
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に

大
和
高
田
市
の
シ
ビ

ク

コ
ア
周
辺
基
本
計
画
見
直
し

　
奈
良
県
大
和
高
田
市
は

﹁
大

和
高
田
市
シ
ビ

ク
コ
ア
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
見
直
し

支
援
業
務
﹂
の
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
を
実
施
し
た
結
果

市
浦
ハ

ウ
ジ
ン
グ
＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
特

定
し
た

プ
ロ
ポ

ザ
ル
に
は
２

者
が
参
加
し
た


　
業
務
で
は

行
政
・
医
療
・
福

祉
・
商
業
機
能
が
集
積
す
る
中
心

市
街
地
︵
シ
ビ

ク
コ
ア
周
辺
地

区
︶
を
対
象
に

地
区
の
地
域
性

を
生
か
し
な
が
ら
市
全
体
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ

地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め

ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
を
見
直
す


　
業
務
内
容
は

基
本
計
画
の
施

策
評
価
・
整
理

事
業
計
画
の
修

正
︵
事
業
目
的

主
体
別
事
業
内

容

事
業
推
進
に
お
け
る
今
後
の

検
討
課
題

事
業
手
法

概
算
事

業
費

事
業
期
間

年
度
別
事
業

費
整
理
表
な
ど
︶

基
本
計
画
の

取
り
ま
と
め

広
場
整
備
事
業
の

実
現
化
に
向
け
た
ア
ク
シ

ン
プ

ラ
ン
の
作
成

庁
内
検
討
会
議
の

運
営
支
援

パ
ブ
リ

ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
支
援


　
業
務
期
間
は
２
０
２
３
年
３
月


日
ま
で


　
シ
ビ

ク
コ
ア
周
辺
地
区
は
同

市
庁
舎
︵
大
中

｜
４
︶
を
中
心

と
し
た
エ
リ
ア


年
度
に
策
定

し
た
基
本
計
画
で
は

市
役
所
新

庁
舎
の
整
備
や
旧
庁
舎
敷
地
を
活

用
し
た
緑
地
整
備

中
央
公
民
館

・
図
書
館
や
保
健
セ
ン
タ


広

場
︵
ま
ち
の
駅
︶
の
整
備

狭
あ

い
道
路
整
備

公
共
交
通
利
便
性

向
上
な
ど
の
事
業
を
盛
り
込
ん
で

い
た


　
︻
近
畿
地
方
整
備
局
︼

　

業
務


　
▽
鳥
飼
地
区
河
川
防
災
ス
テ

シ


ン
物
件
関
係
用
地
調
査
点
検
等
技
術
業

務
︵
淀
川
河
川
事
務
所
︶

　

工
事


　
▽
淀
川
河
川
公
園
中
流
域
再
整
備
工

事
︵
淀
川
河
川
事
務
所
︶
▽
里
山
堰
堤

工
事
︵
六
甲
砂
防
事
務
所
︶
▽
大
和
御

所
道
路
大
垣
地
区
横
断
歩
道
橋
斜
路
部

他
工
事
︵
奈
良
国
道
事
務
所
︶
▽
国
道


号
他
標
識
設
置
他
工
事
︵
和
歌
山
河

川
国
道
事
務
所
︶
▽
国
道

号
下
津
町

小
南
地
区
電
気
設
備
他
設
置
工
事︵
同
︶

▽
福
井
除
雪
作
業
︵
福
井
河
川
国
道
事

務
所
︶
▽
越
前
除
雪
作
業
︵
同
︶
▽
大

良
除
雪
作
業
︵
同
︶
▽
杉
津
除
雪
作
業

︵
同
︶
▽
敦
賀
除
雪
作
業
︵
同
︶
▽
大

飯
除
雪
作
業
︵
同
︶
▽
小
浜
除
雪
作
業

︵
同
︶
▽
那
智
川
本
川
上
流
左
岸
帯
工

他
工
事
︵
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
︶
▽

小
井
谷
２
号
砂
防
堰
堤
他
工
事
︵
同
︶

　
兵
庫
県
淡
路
市
は
７
月

日


約
１
万
１
２
０
０
平
方

の
市
有

地
を
売
却
す
る
﹁
淡
路
市
夢
舞
台

サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
パ

ク
土
地

利
用
事
業
者
﹂
の
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
を
公
告
し
た

医
療
福
祉

分
野
の
施
設
や
同
分
野
の
教
育
施

設
と
し
て
の
活
用
を
条
件
と
し
て

い
る

応
募
申
込
書
は

日
か
ら

９
月

日
ま
で

提
案
書
は

月

７
日
か
ら
同

日
ま
で
総
務
部
管

財
課
で
受
け
付
け
る

プ
レ
ゼ
ン

テ

シ

ン
審
査
を
経
て

同


日
に
特
定
す
る


　
参
加
資
格
は

土
地
利
用
事
業

の
実
施
に
必
要
な
知
識
や
実
績


資
力

信
用

技
術
的
能
力
を
持

つ
単
体
か
Ｊ
Ｖ

資
本
金
が
１
０

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
も
求

め
る


　
売
却
条
件
は

医
療
福
祉
分
野

の
施
設
や
同
分
野
の
教
育
施
設

︵
所
轄
庁
の
認
可
を
受
け
た
学
校

法
人
が
設
置
運
営
す
る
学
校
︶
に

よ
る
土
地
利
用
を
図
る
こ
と

周

辺
施
設
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

建
築
・
景
観
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ

と

隣
接
す
る
施
設
が
良
好
な
環

境
と
景
観
を
確
保
で
き
る
施
設
配

置
と
高
さ
に
す
る
こ
と
な
ど


　
対
象
地
は

夢
舞
台
１
｜

の

敷
地
１
万
１
１
９
５
平
方

で


建
ぺ
い
率
は

％

容
積
率
は
２

０
０
％


　
最
低
価
格
は
１
億
９
５
９
１
万

２
５
０
０
円


　
大
阪
教
育
大
学
は
７
月

日


﹁
大
阪
教
育
大
学
︵
天
王
寺
︶
合

築
施
設
︵
仮
称
︶
新
営
工
事
監
理

業
務
﹂
の
一
般
競
争
入
札
を
公
告

し
た
申
請
書
は
８
日
ま
で
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
で
受
け
付
け
る


入
札
書
の
提
出
は

日
ま
で



日
に
開
札
す
る


　
参
加
資
格
は

２
０
０
５
年
度

以
降
に

５
階
建
て
延
べ
３
０
０

０
平
方

以
上
の
公
共
施
設
の
新

増
改
築
に
お
い
て
実
施
設
計
ま
た

は
工
事
監
理
業
務
を
元
請
履
行
し

た
実
績
を
持
つ
こ
と
な
ど


　
業
務
内
容
は

合
築
施
設
︵
仮

称
︶
新
営
工
事
︵
Ｓ
造

階
建
て

延
べ
６
０
６
６
平
方

ほ
か
︶
に

と
も
な
う
工
事
監
理


　
業
務
期
間
は

年

月

日
ま

で

建
設
地
は
工
事
場
所
は
大
阪

市
天
王
寺
区
南
河
堀
町
４
｜



　
合
築
施
設
で
は

大
学
の
連
合

教
職
大
学
院
と
大
阪
市
の
新
・
大

阪
市
総
合
教
育
セ
ン
タ

を
複
合

化
す
る
事
業
で
は
新
築
の
ほ
か


既
存
の
西
館
︵
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て

延
べ
４
５
９
８
平
方

︶
や
中
央

館
︵
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
８
階
建
て
延
べ
１

万
０
６
４
７
平
方

︶
の
改
修
も

行
う


　
滋
賀
県
甲
賀
市
の
︵
仮
称
︶
虫

生
野
東
部
土
地
区
画
整
理
組
合
設

立
準
備
会
は

同
事
業
の
業
務
代

行
者
を
事
業
提
案
競
技
方
式
で
公

募
す
る

参
加
表
明
を
５
日
ま
で

甲
賀
市
都
市
計
画
課
内
の
準
備
会

事
務
局
で
受
け
付
け
る

９
月
１

日
に
特
定
す
る


　
同
市
水
口
町
虫
生
野
字
椋
立
ほ

か
の
６
・
６

を
対
象
と
し
た
土

地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
先
だ


て

宅
地
販
売
な
ど
を
担
当
す

る
業
務
代
行
者
を
募
集
す
る


　
参
加
資
格
は

事
業
の
実
施
が

可
能
な
単
体
企
業
ま
た
は
グ
ル


プ
︵
Ｊ
Ｖ
︶
で

２
０
１
２
年
度

以
降
に
滋
賀
県
内
で
業
務
代
行
者

の
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど


　
業
務
代
行
者
に
は
設
立
準
備
会

運
営
の
ほ
か
土
地
活
用
支
援

設

計
・
施
工

許
認
可

保
留
地
取

得
・
処
分
な
ど
を
委
託
す
る


　
同
準
備
会
は
７
月
３
日
に
発

足

地
権
者
の
数
は

人
で



年
度
の
組
合
設
立
認
可
を
目
指
し

て
い
る

事
業
用
地
は
市
街
化
調

整
区
域
で
全
域
農
地
と
な

て
い

る

施
行
期
間
は

年
度
か
ら


年
度
を
見
込
む


　
近
畿
地
方
整
備
局
が
認
定
す
る

２
０
２
２
年
度
の
工
事
成
績
優
秀

企
業
︵
ゴ

ル
ド
カ

ド
︶
が
７

月

日

決
ま

た

今
年
度
は

土
木
関
係
が
１
４
６
社

港
湾
空

港
関
係
５
社
を
認
定
し
た

認
定

企
業
は

１
日
か
ら

年
７
月


日
ま
で
総
合
評
価
落
札
方
式
で
の

加
点
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ

ブ

︵
優
遇
措
置
︶
を
受
け
る


　
過
去
２
カ
年
に
完
成
し
た
土
木

工
事
の
請
負
工
事
成
績
評
定
を
基

に
企
業
ご
と
の
平
均
点
を
算
出
し

し

平
均

点
以
上
の
基
準
を
満

た
し
た
企
業
を
認
定
す
る

認
定

企
業
は
総
合
評
価
で
の
加
点
の
ほ

か

認
定
シ

ル
と
認
定
ロ
ゴ
マ


ク
の
使
用
や
中
間
技
術
検
査
の

減
免
措
置
が
適
用
さ
れ
る


　
認
定
企
業
は
次
の
と
お
り


　

土
木
関
係


　
▽
青
松
建
設
▽
安
積
建
設
▽
新
井
組

▽
淡
路
土
建
▽
家
島
建
設
▽
池
田
土
木

▽
井
上
工
業
▽
今
村
工
業
▽
上
田
工
業

▽
内
田
組
▽
海
邊
組
▽
大
浦
組
▽
大
木

建
設
▽
大
給
組
▽
大
嶋
建
設
▽
オ

テ


ク
▽
大
林
道
路
▽
奥
村
組
土
木
興
業

▽
長
村
組
▽
尾
花
組
▽
オ
リ
エ
ン
タ
ル

白
石
▽
ガ
イ
ア

ト
▽
金
子
工
務
店
▽

金
下
建
設
▽
香
山
組
▽
川
嶋
建
設
▽
川

田
建
設
▽
川
西
土
木
▽
河
野
建
設
▽
神

崎
組
▽
岐
建
▽
北
川
ヒ


テ

ク
▽

キ
タ
ム
ラ
▽
木
原
造
林
▽
清
川
組
▽
極

東
興
和
▽
窪
田
工
業
▽
桑
原
組
▽
建
昇

▽
工
成
建
設
▽
五
大
コ

ポ
レ

シ


ン
▽
駒
井
ハ
ル
テ

ク
▽
小
森
組
▽
酒

井
工
業
▽
坂
川
建
設
▽
坂
本
建
設
▽
山

陰
土
建
▽
三
丹
開
発
▽
三
友
工
業
▽
渋

谷
組
▽
清
水
組
▽
清
水
建
設
▽
下
村
重

機
▽
昭
建
▽
城
内
組
▽
シ


ボ
ン
ド

建
設
▽
杉
橋
建
設
▽
杉
本
組
▽
鈴
木
建

設
▽
ス
バ
ル
興
業
▽
関
組
▽
総
合
グ
リ


ン
▽
総
進
建
設
工
業
▽
ソ
ネ

ク
▽

第
一
土
木
▽
大
勝
建
設
▽
大
伸
建
設
▽

大
成
ロ
テ

ク
▽
大
同
建
設
工
業
▽
大

日
本
土
木
▽
大
有
建
設
▽
大
和
建
設
▽

高
崎
組
▽
高
島
鉱
建
▽
高
野
組
▽
田
中

組
▽
田
中
建
設
▽
玉
井
建
設
▽
田
村
組

▽
丹
波
建
設
▽
中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ


ン
▽
辻
広
組
▽
坪
内
建
設
▽
壺
山
建

設
▽
東
亜
建
設
工
業
▽
東
亜
道
路
工
業

▽
東
興
ジ
オ
テ

ク
▽
東
播
建
設
▽
常

盤
工
業
▽
戸
田
道
路
▽
巴
建
設
▽
中
村

組
▽
中
村
建
設
▽
夏
山
組
▽
奈
良
建
設

▽
仁
木
総
合
建
設
▽
西
尾
建
設
工
業
▽

西
村
建
設
▽
西
山
工
務
店
▽
日
建
▽
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
▽
日
本
道
路
▽
日
本
ピ

エ

ス
▽
日
本
ハ
イ
ウ
エ
イ
・
サ

ビ
ス
▽

ノ
バ

ク
▽
野
平
組
▽
八
田
建
設
▽
阪

神
道
路
開
発
▽
檜
尾
建
設
▽
福
井
建
設

▽
福
田
道
路
▽
福
谷
建
設
▽
フ
ジ
タ
道

路
▽
冨
士
土
建
▽
鳳
隆
建
設
▽
堀
組
▽

前
田
産
業
▽
松
浦
組
▽
松
田
組
▽
松
塚

建
設
▽
松
本
組
▽
マ
ル
ヤ
電
気
▽
丸
山

組
▽
ミ
カ
ド
開
発
▽
美
樹
工
業
▽
道
端

組
▽
宮
藤
建
設
▽
宮
本
組
▽
村
本
道
路

▽
名
工
建
設
▽
明
清
建
設
工
業
▽
森
組

▽
森
下
組
▽
森
長
組
▽
安
谷
組
▽
山
一

建
設
▽
山
上
組
▽
山
川
▽
山
口
建
設
▽

ヤ
マ
テ
ツ
▽
ヤ
マ
ト
工
業
▽
山
峰
建
設

▽
吉
川
組
▽
米
杉
建
設
▽
寄
神
建
設
▽

洛
陽
建
設


　

港
湾
空
港
関
係


　
▽
家
島
建
設
▽
東
亜
建
設
工
業
▽
不

動
テ
ト
ラ
▽
本
間
組
▽
若
築
建
設


国
際
航
業
に
決
ま
る

堺
市
の
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル

　
堺
市
は

﹁
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル

作
成
業
務
﹂
を
一
般
競
争
入
札
し

た
結
果
１
８
０
０
万
円︵
税
別
︶

で
国
際
航
業
に
決
め
た

入
札
に

は
３
者
が
参
加
し
た

委
託
期
間

は
２
０
２
３
年
３
月
末
ま
で


　
業
務
で
は

国
土
交
通
省
都
市

局
が
推
進
す
る
﹁
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
﹂
で
定
め

ら
れ
た

﹁
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
標

準
製
品
仕
様
書
﹂
に
準
拠
し
た
デ


タ
仕
様
に
基
づ
き

堺
市
の
３

Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
作
成
す
る

併

せ
て

作
成
し
た
３
Ｄ
都
市
モ
デ

ル
を
基
に

ユ

ス
ケ

ス
も
検

討
す
る

市
が
貸
与
す
る
地
図
デ


タ
や
写
真
デ

タ
な
ど
か
ら
建

築
物
の
高
さ
情
報
な
ど
を
取
得

し

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
デ

タ
を

加
工
し
て
オ

プ
ン
デ

タ
を
作

成
す
る

完
成
し
た
デ

タ
は
プ

ラ
ト

・
オ

プ
ン
デ

タ
ポ


タ
ル
サ
イ
ト
︵
Ｇ
空
間
情
報
セ
ン

タ

︶
で
の
公
開
を
想
定
し
て
い

る

業
務
場
所
は
市
内
一
円


　
和
歌
山
県
は

老
朽
化
や
収
蔵

ス
ペ

ス
の
不
足
を
受
け
て
自
然

博
物
館
の
再
整
備
に
着
手
す
る


７
月

日

﹁
和
歌
山
県
立
自
然

博
物
館
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定

業
務
﹂
の
一
般
競
争
入
札
を
公
告

し
た

事
後
審
査
方
式
の
た
め
事

前
の
参
加
申
請
は
不
要

入
札
書

は



日
ま
で
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
で
受
け
付
け


日
に
開
札

す
る

落
札
決
定
は
９
月
１
日
を

予
定
し
て
い
る


　
参
加
資
格
は
﹁
建
築
総
合
﹂
の

認
定
を
受
け
て
い
る
単
体
か
２
者

Ｊ
Ｖ

単
体
と
Ｊ
Ｖ
の
う
ち
１
者

は
県
内
企
業
で
あ
る
こ
と


　
業
務
で
は
移
転
建
て
替
え
す
る

自
然
博
物
館
の
再
整
備
に
つ
い

て

規
模
や
設
備
な
ど
の
整
備
方

針
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
計
画
を
策

定
す
る

予
定
価
格
は
８
５
４
万

円
︵
税
別
︶


　
委
託
期
間
は
２
０
２
３
年
３
月


日
ま
で

建
設
地
は
海
南
市
大

野
中


　
既
存
の
自
然
博
物
館
︵
海
南
市

船
尾
３
７
０

１
︶
は

１
９
８

１
年
に
建
設
さ
れ

老
朽
化
や
収

蔵
ス
ペ

ス
の
不
足
が
課
題
と
な


て
い
る

海
南
市
が
整
備
す
る

︵
仮
称
︶
中
央
防
災
公
園
︵
同
市

大
野
中
９
９
５

２
︶
内
に
移
転

す
る


　
現
在
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１

階
地
上
２
階
建
て
延
べ
２
６
１
３

平
方

だ
が

収
蔵
ス
ペ

ス
を

確
保
す
る
た
め
に
は
数
倍
の
規
模

が
必
要
と
推
定
し
て
い
る

順
調

に
進
め
ば

年
度
か
ら
基
本
設

計


年
度
か
ら
実
施
設
計



年
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し



年
度
の
開
館
を
目
指
し
て
い

る


長
大
が
最
低
札

大
阪
市
の
港
区
埋
立
地
区

官
民
連
携
事
業
検
討
調
査

　
大
阪
市
は
７
月

日

﹁
港
区

埋
立
地
区
官
民
連
携
事
業
検
討
調

査
業
務
委
託
﹂
の
一
般
競
争
入
札

を
実
施
し
た
結
果

入
札
額
１
０

９
１
万
７
０
０
０
円
︵
税
別
︶
の

長
大
が
最
低
札
と
な

た

入
札

に
は
同
者
の
ほ
か

応
用
技
術


八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

地

域
計
画
建
築
研
究
所

中
央
復
建

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

ニ


ジ



ク
が
参
加
し
た


　
業
務
で
は

港
区
築
港
地
区
に

お
け
る
埋
立
事
業
の
実
現
に
向
け

て

埋
立
地
︵
５
・
１

︶
と
背

後
地
エ
リ
ア
︵
９
・
２

︶
の
臨

港
緑
地
整
備
・
都
市
機
能
施
設
な

ど
の
整
備
・
運
営
に
つ
い
て

官

民
連
携
を
踏
ま
え
た
事
業
手
法
を

検
討
す
る


　
業
務
期
間
は
２
０
２
３
年
３
月

１
日
ま
で


　
業
務
場
所
は
大
阪
市
港
区
海
岸

通
２
ほ
か


　
大
阪
府
建
築
士
会
︵
岡
本
森
廣

会
長
︶
は

持
続
可
能
な
ウ



タ

フ
ロ
ン
ト
の
活
性
化
に
向
け

た
提
言
を
ま
と
め
た

十
三
エ
リ

ア
︵
大
阪
市
淀
川
区
︶
を
中
心
と

し
た
舟
運
の
復
活
や
淀
川
河
川
敷

の
活
性
化
の
ほ
か

２
０
２
５
年

開
催
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
パ
ビ

リ
オ
ン
・
展
示
施
設
の
会
場
周
辺

へ
の
移
設
・
活
用
な
ど

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
を

具
現
化
さ
せ
る
取
り
組
み
を
盛
り

込
ん
で
い
る


　
こ
の
提
言
は

２
０
１
９
年
に

大
阪
府
建
築
士
会
と
大
阪
府
建
築

士
事
務
所
協
会
日
本
建
築
協
会


日
本
建
築
家
協
会
︵
Ｊ
Ｉ
Ａ
︶
近

畿
支
部
の
４
団
体
で
作
成
し
た
提

言
書
﹁
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
｜
４
　
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
﹂
で
提
案
し
た
﹁
ウ



タ

フ
ロ
ン
ト
を
取
り
巻
く
新

た
な
取
り
組
み
﹂
を
発
展
さ
せ
た

も
の


　
舟
運
に
つ
い
て
は

か
つ
て
存

在
し
た
﹁
十
三
渡
し
﹂
を
復
活
さ

せ

十
三
｜
中
津
か
ら
梅
田
北
ヤ


ド
に
つ
な
ぐ
新
た
な
移
動
手
段

を
生
み
出
す
こ
と
が

地
域
の
起

爆
剤
に
な
る
と
し
て
い
る


　
加
え
て

淀
川
閘
門
の
完
成
に

よ
り
大
阪
湾
と
京
都

大
川
が
舟

運
で
接
続
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら

十
三
を
舟
運
の
タ

ミ
ナ
ル

と
し
て
整
備
す
る

併
せ
て
自
然

の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
公
共
空

間
を
設
置
し

関
西
広
域
の
経
済

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
も
提
案
し

て
い
る


　
こ
の
ほ
か

十
三
商
店
街
と
連

携
し
た
子
ど
も
の
教
育
支
援
事
業

や
旧
淀
川
区
役
所
跡
に
建
設
さ
れ

る
新
図
書
館
と
連
携
し
た
水
辺
活

性
化
の
取
り
組
み

十
三
エ
リ
ア

で
の
ア

ト
の
取
り
組
み
を
提
言

し
て
い
る


　
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
や
展
示
施
設

の
再
利
用
は

万
博
の
思
想
を
次

代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
狙
い
で

会

場
周
辺
に
移
築
し

﹃
淀
川
水
系

自
然
博
物
館
﹄
と
し
て
恒
久
的
に

使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る

ま
た

パ
ビ
リ
オ
ン
で
使
用

し
た
木
材
に
つ
い
て
も

休
憩
施

設
な
ど
と
し
て
リ
ユ

ス
す
る
こ

と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
事
例
に
な

る
と
主
張
し
て
い
る


４
日
ま
で
参
加
申
請

柏
原
市
の
駅
東
地
区

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

　
大
阪
府
柏
原
市
は

﹁
柏
原
駅

東
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
策

定
業
務
﹂
の
公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ

ル
を
公
告
し
た

参
加
申
込
書
は

４
日
ま
で

企
画
提
案
書
は

日

か
ら

日
ま
で

都
市
デ
ザ
イ
ン

部
都
市
政
策
課
へ
の
持
参
で
受
け

付
け
る


日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ


シ

ン
を
経
て

９
月
６
日
に
結

果
を
通
知
す
る


　
参
加
資
格
は

市
の
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
﹁
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
﹂
で
登
録

す
る
単
体


年
度
以
降
に

国

や
地
方
自
治
体
が
発
注
し
た
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
策
定
と

３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
作
成
の
業
務
履
行
実

績
を
求
め
る


　
業
務
内
容
は

ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
の
検
討
や
駅
前
東
口
基
本

デ
ザ
イ
ン
案
の
検
討
な
ど
を
含
む

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
策
定
業
務

と

オ

プ
ン
デ

タ
の
作
成
な

ど
を
含
む
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
作
成

業
務

提
案
上
限
額
は
１
２
０
０

万
円
︵
税
込
み
︶

委
託
期
間
は


年
２
月
末
日
ま
で


　
柏
原
駅
東
地
区
は
一
定
の
商
業

や
文
化
的
な
機
能
を
持
つ
も
の

の
近
年
そ
の
活
力
が
低
下
し
交

通
網
に
お
い
て
も
課
題
が
あ
る


３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整
備
・
活
用

な
ど
に
よ

て

交
通
網
の
改
善

や
駅
前
活
性
化
を
図
る


シ
マ
Ｊ
Ｖ
に
決
定

堺
市
の
大
仙
西
町
団
地

５
棟
ほ
か
２
棟
建
設

　
堺
市
は

最
低
札
が
調
査
基
準

価
格
を
下
回

た
た
め
落
札
者
の

決
定
を
保
留
し
て
い
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

象
の
﹁
大
仙
西
町
団
地
５
棟
ほ
か

２
棟
建
替
住
宅
建
設
工
事
﹂
の
一

般
競
争
入
札
に
つ
い
て

最
低
札

だ

た
シ
マ
・
杉
本
建
設
・
照
建

Ｊ
Ｖ
に
決
め
た

落
札
額
は

億

８
０
０
０
万
円︵
税
別
︶入
札
に

は
同
者
の
ほ
か

堺
土
建
・
藤
木

組
・
大
井
建
設
Ｊ
Ｖ
が
参
加
し
た


　
概
要
は

Ｒ
Ｃ
造
８
階
建
て
延

べ
２
８
８
８
平
方

の
Ｅ
棟

同

延
べ
３
０
５
０
平
方

の
Ｆ
棟


Ｒ
Ｃ
造
７
階
建
て
延
べ
３
９
３
４

平
方

の
Ｇ
棟

Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建

て

平
方

の
ご
み
置
き
場
３

棟

バ
イ
ク
置
き
場

自
転
車
置

き
場
の
建
築
工
事

設
計
は
三
弘

建
築
事
務
所
・
彩
建
築
事
務
所
Ｊ

Ｖ
が
担
当
し
た


　
工
期
は
２
０
２
４
年
５
月
末
ま

で

建
設
地
は
堺
区
大
仙
西
町
１

｜
６


　
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

協
会
は

万
博
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
建
設
す
る﹁
大
屋
根︵
リ
ン
グ
︶﹂

な
ど
の
設
計
施
工
を
発
注
す
る

﹁
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

施
設
整
備
事
業
Ｐ
Ｗ
西
工
区
﹂

﹁
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

施
設
整
備
事
業
Ｐ
Ｗ
北
東
工
区
﹂

﹁
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

施
設
整
備
事
業
Ｐ
Ｗ
南
東
工
区
﹂

の
一
般
競
争
入
札
３
件
に
つ
い

て

開
札
結
果
を
公
表
し
た


　
西
工
区
は
１
７
５
億
５
５
０
０

円
︵
税
別
︶
で
竹
中
工
務
店
・
南

海
辰
村
建
設
・
竹
中
土
木
Ｊ
Ｖ
と

昭
和
設
計
の
グ
ル

プ

北
東
工

区
は
１
６
６
億
８
０
０
０
万
円

︵
同
︶
で
大
林
組
・
大
鉄
工
業
・

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｖ
と
安
井

建
築
設
計
事
務
所
の
グ
ル

プ


南
東
工
区
は
１
９
３
億
６
０
０
０

万
円
︵
同
︶
で
清
水
建
設
・
東
急

建
設
・
村
本
建
設
・
青
木
あ
す
な

ろ
建
設
Ｊ
Ｖ
に

そ
れ
ぞ
れ
決
め

た


　
西
工
区
の
工
事
概
要
は

パ
ビ

リ
オ
ン
Ｂ
・
Ｃ
供
給
処
理
施
設


大
屋
根
な
ど
延
べ
約
４
万
６
０
０

０
平
方

の
実
施
設
計
・
建
設
工

事
・
工
事
監
理
・
撤
去
工
事


　
北
東
工
区
の
概
要
は

パ
ビ
リ

オ
ン
Ｂ
・
Ｃ

ゲ

ト
施
設

大

屋
根
な
ど
延
べ
約
５
万
平
方

の

実
施
設
計
・
建
設
工
事
・
工
事
監

理
・
撤
去
工
事


　
南
東
工
区
の
概
要
は

管
理
施

設

供
給
処
理
施
設

大
屋
根
な

ど
延
べ
約
４
万
９
０
０
０
平
方


の
実
施
設
計
・
建
設
工
事
・
工
事

監
理
・
撤
去
工
事


　
３
件
と
も

実
施
設
計
の
期
間

は
２
０
２
３
年
３
月

日
ま
で


工
事
・
監
理
期
間
は

年
２
月


日
ま
で


　
建
設
地
は
大
阪
市
此
花
区
夢

洲


　
老
舗
の
構
造
設
計
事
務
所
と
し
て
知
ら
れ
る
能
勢
建
築
構
造
研
究
所

２
０
１
１
年
以

来

年
に
わ
た
り
社
長
を
務
め
た
横
田
友
行
代
表
取
締
役
会
長
兼
九
州
支
店
長
に
代
わ

り


年

月

日
に
社
長
に
就
任
し
た
野
村
毅
氏
は
﹁
い
ま
は
仕
事
量
が
多
い
が

い

つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い

こ
れ
ま
で
ど
お
り

堅
実
で
安
定
し
た
成
果
物
を
提
供
し

て
い
き
た
い
﹂
と
話
す

会
社
の
受
注
状
況
や
経
営
方
針

事
業
展
開

市
場
展
望

働

き
方
改
革
に
つ
い
て
聞
い
た


　
学
生
時
代
に
受
け
た
構
造
設
計
の

講
義
が
興
味
深
か

た
こ
と
が

こ

の
道
に
進
む
き

か
け
と
な

た


﹁
建
築
の
基
本
を
司
る
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
﹂
と
魅
力
を
語
る


印
象
に
残
る
仕
事
は

若
手
時
代
に

携
わ

た
あ
る
競
馬
場
の
観
覧
ス
タ

ン
ド
の
構
造
設
計

図
面
作
成
を
外

注
し
て
い
た
が

先
方
と
の
や
り
と

り
に
苦
労
し
﹁
そ
れ
以
来

手
戻
り

は
極
力
な
く
そ
う
と
思

た
﹂
と
い

う

そ
れ
で
も

﹁
昔
の
方
が
ゆ
と

り
を
持

て
仕
事
を
し
て
い
た
﹂
と

感
じ
て
い
る

﹃
継
続
は
力
な
り
﹄

と
い
う
言
葉
を
心
に
刻
み

堅
実
な

仕
事
に
心
掛
け
る


｜
｜
社
長
と
し
て
の
意
気
込

み
は

　
﹁
当
社
は
１
９
６
０
年
に
開
設

し


年
に
設
立
し
た


年
を

超
え
る
歴
史
が
あ
る

創
設
者
の

能
勢
善
樹
か
ら
数
え
て
私
は
４
代

目
の
社
長
と
な
る
が

諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
信
頼
や

培

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継

ぎ

こ
れ
ま
で
以
上
に
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な

建
物
を
提
供
し
て
い
き
た
い
﹂

｜
｜
現
在
の
受
注
状
況
は

　
﹁
こ
れ
ま
で
は

ア
ト
リ
エ
な

ど
の
意
匠
設
計
事
務
所
や
ハ
ウ
ス

メ

カ

か
ら
構
造
設
計
を
受
注

す
る
の
が
中
心
と
な

て
い
た

が

近
年
は
大
手
の
組
織
事
務
所

や
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
の
受
注
も
多
く

な

て
き
て
い
る

大
手
か
ら
の

受
注
は

新
し
い
技
術
を
吸
収
す

る
と
い
う
意
味
か
ら
も
非
常
に
重

要
だ

公
共
事
業
に
は
積
極
的
に

チ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が

近
年

歴
史
的
な
木
造

建
築
の
補
強
設
計
に
も
力
を
入
れ

て
お
り

大
学
関
係
者
と
共
同
研

究
を
進
め
な
が
ら
補
強
方
法
の
研

究
・
開
発
を
行
い

実
績
を
積
み

重
ね
て
い
る
﹂

｜
｜
今
後
注
力
を
考
え
て
い

る
ジ

ン
ル
は

　
﹁
こ
こ
数
年

特
に
ゼ
ネ
コ
ン

の
仕
事
を
お
手
伝
い
す
る
際
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
の
技
術
が
必
要
に
な

て
き

て
い
る

２
０
１
９
年
度
か
ら
社

内
に
﹃
Ｂ
Ｉ
Ｍ
委
員
会
﹄
を
立
ち

上
げ

技
術
力
の
習
得
に
取
り
組

ん
で
い
る

こ
と
し
は
さ
ら
な
る

浸
透
を
図
る
た
め

社
内
講
習
会

な
ど
も
開
催
し
な
が
ら

社
員
の

取
り
組
む
意
識
を
高
め
て
い
き
た

い
と
思

て
い
る

一
方
で
日
々

の
作
業
も
あ
ふ
れ
て
い
る
状
況
で

も
あ
る
の
で

苦
心
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
﹂

｜
｜
現
在
の
営
業
範
囲
は

　﹁
東
京
・
福
岡
に
支
社
が
あ
り


支
社
の
取
引
先
に
も
よ
る
が

全

国
的
な
案
件
に
携
わ

て
い
る
﹂

｜
｜
建
設
市
場
を
ど
う
み
て

い
る
か

　
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ

る
資
材
高
騰
な
ど
の
ネ
ガ
テ

ブ

な
要
素
は
あ
る
が

仕
事
量
は
多

い
と
感
じ
て
い
る




年
度

あ
た
り
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
も
感
じ
て
い
た
が

こ
と
し
は

あ
ま
り
感
じ
な
い

た
だ
し

来

年
以
降
が
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら

な
い
﹂｜

｜
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

考
え
は

　
﹁
残
業
時
間
の
抑
制
に
つ
い
て

は
各
部
ご
と
に
管
理
し
て
い
る


と
は
い

て
も

受
注
し
た
案
件

に
よ

て
特
定
の
人
の
負
担
が
多

く
な

た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
の

で

気
を
つ
け
て
い
き
た
い

職

場
の
環
境
に
つ
い
て
は

も
と
も

と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
社
風

で

労
働
組
合
と
の
交
流
も
少
な

く
な
く

良
好
と
考
え
て
い
る
﹂

｜
｜
社
員
へ
の
メ

セ

ジ

は

　
﹁
ス
ケ
ジ


ル
管
理
を
徹
底

し

う
ま
く
協
力
し
合
い
な
が
ら

や

て
い

て
ほ
し
い
と
思

て

い
る

根
を
詰
め
す
ぎ
る
人
も
い

る
の
で

ゆ
と
り
を
持

て
や


て
ほ
し
い
﹂＊

　
　
　
＊

　
︵
の
む
ら
・
た
け
し
︶
１
９
８
６
年

３
月
大
阪
工
大
建
築
学
科
卒
後

同
年

４
月
能
勢
建
築
構
造
研
究
所
入
所

常

務
取
締
役
な
ど
を
経
て

年

月
か
ら

現
職

大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会
で

は
第
五
支
部
役
員

関
西
建
築
構
造
設

計
事
務
所
協
会
で
は
技
術
委
員
会
副
委

員
長
を
務
め
て
い
る

鳥
取
県
出
身


１
９
６
３
年
５
月
８
日
生
ま
れ

歳



